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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年4月11日(2013.4.11)

【公開番号】特開2012-131700(P2012-131700A)
【公開日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-027
【出願番号】特願2012-379(P2012-379)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/583    (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
   Ｂ２３Ｃ   5/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/58    １０３Ｊ
   Ｂ２３Ｂ  27/14    　　　Ｂ
   Ｂ２３Ｃ   5/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月5日(2012.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立方晶窒化ホウ素（ｃｕｂｉｃ　ｂｏｒｏｎ　ｎｉｔｒｉｄｅ、略称ｃＢＮ）部分と非
ｃＢＮ部分とを有する焼結体であって、
　（ａ）７１～９３体積％のｃＢＮと、
　（ｂ）１～２０体積％未満の酸化アルミニウムと、
　（ｃ）３～２６体積％の１若しくはそれ以上の高融点金属化合物であって、
　　ｉ．　　一般式ＭＺ（１－ｘ）を有する化合物と、
　　ｉｉ．　一般式ＭＣ（１－ｘ）Ｎｘを有する化合物と、
　　ｉｉｉ．それぞれ一般式ＭＺまたはＭＺ２を有する２若しくはそれ以上の化合物の組
み合わせまたは固溶体と
　　からなる群から選択され、
　　ここで、
　　ＺはＣ、Ｂ、Ｎ、およびこれらの組み合わせからなる群から選択され、Ｍは周期表第
ＩＶ～ＶＩ族のいずれかの金属であり、ｘは０．０１～０．９９の数である、前記３～２
６体積％の１若しくはそれ以上の高融点金属化合物と、
　（ｄ）３～２０体積％（３～６体積％をのぞく）の１若しくはそれ以上の金属アルミニ
ウム化合物の原料と
　を有し、
　前記焼結体の前記非ｃＢＮ部分におけるアルミニウム総含有量が３０重量％を超えるも
のであり、
　前記ｃＢＮは、ｃＢＮの４０％～８０％を有する粗い部分と、ｃＢＮの２０～６０％を
有する細かい部分とを有する少なくとも二峰性の粒径分布を有するものであり、
　前記粗い部分は５～３０μｍの平均粒径を有し、前記微細粒部分は０～１０μｍの平均
粒径を有するものであり、
　前記粗い部分の平均粒径の前記細かい部分の平均粒径に対する比は２：１またはそれ以
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上である、
　焼結体。
【請求項２】
　請求項１記載の焼結体において、前記１若しくはそれ以上の高融点金属化合物は、Ｔｉ
Ｃ（１－ｘ）Ｎｘ、若しくはＴｉＣ、ＴｉＮ、ＴｉＢ２、ＴｉＮ（１－ｘ）、およびＴｉ
Ｃ（１－ｘ）Ｎｘからなる群から選択される少なくとも２つの材料の混合物のうち少なく
とも１つを含有し、ｘは０．０１～０．９９の数である、焼結体。
【請求項３】
　請求項１記載の焼結体において、前記焼結体は非担持形態におけるものである、焼結体
。
【請求項４】
　請求項１記載の焼結体において、前記１若しくはそれ以上の金属アルミニウム化合物を
形成するアルミニウムの少なくとも一部は、焼結中、粉末混合物に接触して配置される箔
形態または他の固形の金属アルミニウムから成るものである、焼結体。
【請求項５】
　立方晶窒化ホウ素（ｃＢＮ）部分と非ｃＢＮ部分とを有する焼結体であって、
　　（ａ）５０～９３重量％の、少なくとも二峰性の粒径分布を有するｃＢＮと、
　　（ｂ）１～３０重量％の酸化アルミニウムと、
　　（ｃ）３～４６重量％の、周期表第ＩＶ～ＶＩ族のすべての金属の炭化物、窒化物、
臭化物及び炭窒化物から成る群から選択される１若しくはそれ以上の化合物であって、そ
の混合物、及びその固溶体を含みうるものと、
　　（ｄ）３～３０重量％（３～６体積％をのぞく）の金属アルミニウム化合物と
　　を有し、
　　前記焼結体の前記非ｃＢＮ部分におけるアルミニウム総含有量が前記焼結体の１０重
量％を超えるものであり、
　前記ｃＢＮは、ｃＢＮの４０％～８０％を有する粗い部分と、ｃＢＮの２０％～６０％
を有する細かい部分とを有する少なくとも二峰性の粒径分布を有するものであり、
　前記粗い部分は、５～３０μｍの平均粒径を有し、
　前記細かい部分は、０～１０μｍの平均粒径を有し、
　前記粗い部分の平均粒径の前記細かい部分の平均粒径に対する比は、２：１またはそれ
以上である、
　焼結体。
【請求項６】
　請求項５記載の焼結体であって、前記炭化物、窒化物、臭化物及び炭窒化物から成る群
から選択される１若しくはそれ以上の化合物は、一般式ＴｉＣ（１－ｘ）Ｎｘの炭窒化物
、またはＴｉＣ、ＴｉＮ、ＴｉＢ２、ＴｉＮ（１－ｘ）、及びＴｉＣ（１－ｘ）Ｎｘから
成る群から選択される少なくとも２つの物質の混合物であって、前記一般式中、ｘは０．
０１～０．９９のいずれかの値である、焼結体。
【請求項７】
　請求項５記載の焼結体であって、当該焼結体は非担持形態中におけるものである、焼結
体。
【請求項８】
　請求項５記載の焼結体であって、前記アルミニウムを形成するアルミニウムの少なくと
も一部は、焼結中、粉末混合物に接触して配置される箔形態または他の固形の金属アルミ
ニウムから成るものである、焼結体。
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